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がまんも限界!!
国保・介護・後期医療、値上げラッシュ

対
案
示
し

値
上
げ
中
止
を
要
求

―
党
市
議
団

　

今
回
の
税
率
改
正
で
は
、
国

保
医
療
分
は
据
え
置
き
し
、
第

2
号
介
護
保
険
料
（
40
歳
〜
64

歳
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
支
援

分
の
引
き
上
げ
が
主
な
も
の
で

す
。
2
ヶ
年
で
3
億
円
の
繰
り

入
れ
を
し
て
も
、
一
人
当
た
り

の
課
税
額
は
平
均
で
2
9
6
7

円
（
2
・
8
2
％
）
の
値
上
げ

に
な
り
ま
す
。

　

党
市
議
団
は
、
「
パ
ー
ト
収

入
で
月
8
万
円
、
国
保
税
は
前

年
所
得
で
課
税
さ
れ
る
た
め
、

毎
月
8
千
円
の
分
納
で
も
支
払

い
は
で
き
ま
せ
ん
」
（
パ
ー
ト

女
性
57
歳
）
な
ど
、
市
民
の
切

実
な
声
を
紹
介
し
、
こ
れ
以
上

の
値
上
げ
は
市
民
の
負
担
能
力

の
限
界
を
越
え
て
お
り
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
増
額
、

財
政
調
整
基
金
の
運
用
な
ど
で
、

値
上
げ
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
民
部
長
は
、
「
税
率
改
正

を
し
な
い
こ
と
を
目
的
に
し
た

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、

極
力
慎
む
べ
き
」
な
ど
と
答
弁
。

国
保
世
帯
の
厳
し
い
生
活
実
態

に
背
を
向
け
る
も
の
で
し
た
。

　

介
護
保
険
料
は
、
基
準
額

4
2
7
0
円
か
ら
1
1
8
2
円

（
2
7・7
％
）
引
き
上
げ
ら
れ
、

5
4
5
2
円
と
な
り
ま
す
。
老

夫
婦
二
人
世
帯
な
ら
、
毎
月

2
3
6
4
円
の
負
担
増
、
年
間

で
は
2
万
3
6
4
0
円
の
負
担

増
と
な
り
、
家
計
を
直
撃
し
ま

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

一
人
当
た
り
2
9
8
1
円（
平

均
5・6
6
％
）の
引
き
上
げ
、

最
高
限
度
額
は
5
万
円
あ
が
り
、

55
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。国

保
税
値
上
げ

中
止
の
陳
情  

不
採
択
に

　

市
議
会
本
会
議
最
終
日
、
国

保
税
値
上
げ
中
止
の
陳
情
を
不

採
択
と
い
う
総
務
常
任
委
員
会

の
決
定
に
、
「
委
員
会
の
中
で

は
、
国
保
世
帯
の
厳
し
い
実
態

や
国
保
税
の
値
上
げ
を
押
さ
え

て
い
く
た
め
の
対
策
な
ど
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
議
論
さ

れ
た
の
で
し
ょ
か
」
と
い
う
党

議
員
の
質
問
に
、
常
任
委
員
長

か
ら
は
ま
と
も
な
答
弁
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
市
議
会
中
継

を
視
聴
し
て
い
た
市
民
か
ら
は
、

「
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議
会

議
員
は
、
も
っ
と
市
民
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
議
論
し
て
ほ
し

い
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

値
上
げ
オ
ー
ル
賛
成
の

他
会
派
・
無
所
属
議
員

　

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
値
上
げ
が
含
ま

れ
た
議
案
も
、
他
会
派
・
無
所

属
議
員
は
、
執
行
部
提
案
に
す

べ
て
賛
成
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
校
適
正
配
置
の

基
本
計
画
が
、
地
域
の
思

い
に
応
え
な
い
ま
ま
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

中
心
で
あ
る
学
校
を
な
く

せ
ば
、
地
域
の
絆
も
な
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
未
来

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
達
の

た
め
の
教
育
予
算
を
減
ら

す
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。

（
Ｎ
・
Ｈ
）

新
年
度
予
算

市
民
の
く
ら
し
優
先
に

　

24
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

総
額
1
7
4
4
億
7
千
万
円
で
、

前
年
度
7
・
6
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
職
員
減
と
給

与
引
き
下
げ
、
国
保
税
や
介
護

保
険
料
の
負
担
増
を
押
し
付
け

る
な
ど
、
市
民
と
市
職
員
を
犠

牲
に
し
な
が
ら
、
約
99
億
円
の

借
金
を
し
て
、
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

な
ど
大
型
事
業
を
進
め
る
も
の

で
す
。
ま
た
企
業
立
地
促
進
助

成
金
、
約
5
億
8
千
万
円
は
、

大
企
業
擁
護
の
予
算
で
す
。
市

民
生
活
は
ま
す
ま
す
大
変
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
予
算
は

許
せ
ま
せ
ん
。
47
万
市
民
の
暮

ら
し
と
福
祉
優
先
の
予
算
に
組

み
替
え
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
事
業
の
優
先
度
や

費
用
対
効
果
を
勘
案
し
な
が
ら
、

福
祉
、
教
育
な
ど
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
分
野
に
重
点
的
に

予
算
配
分
を
行
っ
た
」
と
答
弁
。

長
崎
市
や
熊
本
市
な
ど
と
比
べ

て
民
生
費
は
最
低
、
土
木
費
は

最
高
で
、
福
祉
・
教
育
に
重
点

的
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

「
必
要
不
可
欠
」と
市
長
答
弁

　

民
主
党
政
権
は
、
「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」
と
い
い

な
が
ら
、
年
金
額
の
削
減
や
、

支
給
開
始
年
齢
の
先
延
ば
し
、

医
療
費
の
窓
口
負
担
増
な
ど
を

す
す
め
、
消
費
税
を
10
％
に
引

き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

反
対
の
意
思
を
国
に
表
明
す
る

考
え
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「『
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
』
は
、
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
認
識
」
と
答
弁
。

民
主
党
・
野
田
政
権
と
同
じ
考

え
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

T
P
P
参
加
反
対
の
表
明
を
！

　

政
府
は
、
T
P
P
交
渉
参
加

に
向
け
た
事
前
協
議
を
参
加
各

国
と
の
間
で
行
っ
て
い
ま
す
。

T
P
P
に
参
加
を
す
れ
ば
食
料

自
給
率
を
13
％
ま
で
押
し
下
げ

る
と
試
算
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま

ず
、
第
一
次
産
業
に
大
打
撃
を

与
え
ま
す
。
ま
た
、
食
と
農
に

限
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
権
益
を

守
る
た
め
に
日
本
の
暮
ら
し
と

経
済
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
公
共
事
業
で
地
元
優

先
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
、
地
域
経
済
を
守
る
う

え
か
ら
も
T
P
P
に
参
加
し
な

い
よ
う
政
府
に
意
見
を
あ
げ
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。

介
護
保
険
料
の

大
幅
引
き
上
げ
見
直
せ
！

　

大
分
市
で
も
、
第
5
期
の
保

険
料
改
定
作
業
に
よ
っ
て
、
利
用

者
・
家
族
に
重
大
な
影
響
与
え
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
、現
行
基
準
額
4
2
7
0

円
、基
準
額
か
ら
1
1
8
2
円
（
2
7

・7
％
）の
値
上
げ
と
な
り
5
4
5
2

円
に
す
る
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

介
護
給
付
費
の
増
加
分
を
、
高
齢
者

の
保
険
料
負
担
に
転
嫁
す
る
こ
と
は

も
は
や
限
界
で
す
。
財
政
安
定
化
基

金
か
ら
の
く
り
入
れ
、
介
護
準
備
金

の
充
当
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
や
、
国
庫
負
担
の
増
額
を
要
求
す

る
な
ど
、
値
上
げ
を
押
さ
え
る
べ
き

で
す
。

　

市
長
は
、「
国
庫
負
担
分
の
増
額
を

含
め
、
総
合
的
な
対
策
を
講
ず
る
よ

う
、
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
を

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
子
育
て

世
代
の
一
番
強
い
要
求
で
す
。
大
分

市
民
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
て

行
こ
う
と
制
定
さ
れ
た
、
『
大
分
市

子
ど
も
条
例
』
の
主
旨
か
ら
も
、
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
は
、
財
政
の

問
題
で
は
な
く
、
子
育
て
支
援
へ
取

り
組
む
政
治
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

医
療
費
無
料
化
拡
大
に
努
力
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
保
護
者
の
医
療
費
負
担

の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
検
討
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、

中
核
市
等
の
状
況
を
十
分
勘
案
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

　

近
年
、
児
童
・
生
徒
は
40
度
近
い

教
室
で
授
業
を
受
け
る
日
が
多
々
あ

り
ま
す
。
全
国
的
に
も
エ
ア
コ
ン
設

置
を
進
め
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。
早
急
に
小
中
学
校
の
教
室
に
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
整
備
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、
「
す
べ
て
の
教
室
に

空
調
機
を
設
置
す
る
の
は
、
困
難
で

あ
る
が
今
後
、
防
音
の
観
点
等
か
ら
、

音
楽
室
な
ど
一
部
の
教
室
に
、
空
調

機
を
設
置

す
る
こ
と
等
、

検
討
を
加
え

て
い
き
た
い
」

と
答
弁
し
ま

し
た
。

国保値上げ中止を求め、街頭から宣伝

　
第
一
回
定
例
市
議
会
は
、
3
月
5
日
か
ら
3
月
26
日
ま
で
開
か

れ
ま
し
た
。
今
議
会
は
、
市
民
の
く
ら
し
が
大
変
に
な
っ
て
い
る

中
、
釘
宮
市
政
の
進
め
る
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
建
設
な
ど
大
型
事
業
や

大
企
業
優
遇
の
市
政
が
如
実
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
市
民
の
く
ら
し
最
優
先
の
予
算
を
と

奮
闘
し
ま
し
た
。

か
わ
の 

ひ
ろ
こ 

議
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質
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新
年
度
予
算

市
民
の
く
ら
し
優
先
に

　

24
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

総
額
1
7
4
4
億
7
千
万
円
で
、

前
年
度
7
・
6
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
職
員
減
と
給

与
引
き
下
げ
、
国
保
税
や
介
護

保
険
料
の
負
担
増
を
押
し
付
け

る
な
ど
、
市
民
と
市
職
員
を
犠

牲
に
し
な
が
ら
、
約
99
億
円
の

借
金
を
し
て
、
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

な
ど
大
型
事
業
を
進
め
る
も
の

で
す
。
ま
た
企
業
立
地
促
進
助

成
金
、
約
5
億
8
千
万
円
は
、

大
企
業
擁
護
の
予
算
で
す
。
市

民
生
活
は
ま
す
ま
す
大
変
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
予
算
は

許
せ
ま
せ
ん
。
47
万
市
民
の
暮

ら
し
と
福
祉
優
先
の
予
算
に
組

み
替
え
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
事
業
の
優
先
度
や

費
用
対
効
果
を
勘
案
し
な
が
ら
、

福
祉
、
教
育
な
ど
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
分
野
に
重
点
的
に

予
算
配
分
を
行
っ
た
」
と
答
弁
。

長
崎
市
や
熊
本
市
な
ど
と
比
べ

て
民
生
費
は
最
低
、
土
木
費
は

最
高
で
、
福
祉
・
教
育
に
重
点

的
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

「
必
要
不
可
欠
」と
市
長
答
弁

　

民
主
党
政
権
は
、
「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」
と
い
い

な
が
ら
、
年
金
額
の
削
減
や
、

支
給
開
始
年
齢
の
先
延
ば
し
、

医
療
費
の
窓
口
負
担
増
な
ど
を

す
す
め
、
消
費
税
を
10
％
に
引

き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

反
対
の
意
思
を
国
に
表
明
す
る

考
え
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「『
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
』
は
、
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
認
識
」
と
答
弁
。

民
主
党
・
野
田
政
権
と
同
じ
考

え
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

T
P
P
参
加
反
対
の
表
明
を
！

　

政
府
は
、
T
P
P
交
渉
参
加

に
向
け
た
事
前
協
議
を
参
加
各

国
と
の
間
で
行
っ
て
い
ま
す
。

T
P
P
に
参
加
を
す
れ
ば
食
料

自
給
率
を
13
％
ま
で
押
し
下
げ

る
と
試
算
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま

ず
、
第
一
次
産
業
に
大
打
撃
を

与
え
ま
す
。
ま
た
、
食
と
農
に

限
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
権
益
を

守
る
た
め
に
日
本
の
暮
ら
し
と

経
済
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
公
共
事
業
で
地
元
優

先
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
、
地
域
経
済
を
守
る
う

え
か
ら
も
T
P
P
に
参
加
し
な

い
よ
う
政
府
に
意
見
を
あ
げ
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
今
後
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。

介
護
保
険
料
の

大
幅
引
き
上
げ
見
直
せ
！

　

大
分
市
で
も
、
第
5
期
の
保

広
次
　
忠
彦 

議
員

　

全
国
的
に
電
機
・
I
T
関

連
大
企
業
で
の
リ
ス
ト
ラ
が

す
す
む
な
か
、
大
分
市
で
も

東
芝
が
5
0
0
人
の
配
置
転

換
が
す
す
め
ら
れ
、
「
ど
こ

に
配
属
に
な
る
か
心
配
」
な

ど
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

東
芝
大
分
工
場
は
、
わ
が

党
の
調
査
要
求
に
個
々
の
議

員
の
質
問
に
は
対
応
で
き
な

い
」
と
回
答
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

当
初
市
も
誘
致
し
、
企
業

立
地
促
進
助
成
金
も
出
し
た

企
業
で
も
あ
り
、
「
配
置
転

換
」
を
し
な
い
よ
う
に
、
市

が
要
求
す
べ
き
だ
と
質
問
し

ま
し
た
。

　

商
工
農
政
部
長
は
、「
会

社
を
存
続
さ
せ
、
雇
用
を
継

続
す
る
た
め
の
企
業
の
判
断

で
あ
り
、
市
と
し
て
意
見
を

言
う
立
場
に
な
い
」
と
、
大

企
業
擁
護
の
姿
勢
に
終
始
し

ま
し
た
。

公
立
保
育
所
の

民
営
化
は
中
止
を

　

大
分
市
は
、
待
機
児
童
の

解
消
と
財
政
的
問
題
な
ど
を

理
由
に
、
新
桜
町
保
育
所
を
、

2
0
1
4
年
（
平
成
26
年
）

4
月
か
ら
民
営
化
す
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
議

会
に
説
明
す
る
前
に
、
入
所

希
望
者
に
そ
の
旨
を
伝
え
て

い
た
こ
と
も
問
題
で
す
。
広

次
議
員
は
、
市
の
責
任
で
建

て
か
え
、
運
営
す
る
よ
う
に

求
め
ま
し
た
。

福
間
　
健
治 

議
員

大
久
保  

八
太 

議
員

本
人
か
ら
の
収
入
申
告
額
無
視
、

「
最
低
賃
金
」で
収
入
認
定

　

福
間
議
員
は
、
自
営
業
の

M
さ
ん
（
55
歳
）
の
昨
年
11

月
分
生
活
保
護
費
で
計
算
し

て
み
る
と
、
M
さ
ん
の
収
入

申
告
額
は
3
万
2
千
円
に
対

し
、
福
祉
事
務
所
の
計
算
は

時
給
6
4
3
円
で
1
日
7
時

間
、
月
25
日
就
労
し
た
と
し

て
得
た
11
万
2
5
2
5
円
か

ら
基
礎
控
除
2
万
4
0
8
0

円
を
差
し
引
き
、8
万
8
4
4
5

円
を
就
労
収
入
と
し
て
認
定

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
差
額

は
5
万
6
4
4
5
円
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
。
10
数
年
間
こ

う
し
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
い

た
と
す
る
な
ら
ば
、
「
憲
法

25
条
に
基
づ
く
生
存
権
を
侵

害
す
る
許
さ
れ
な
い
行
為
」

と
厳
し
く
批
判
。

　

M
さ
ん
が
生
活
保
護
を
受

給
し
た
平
成
11
年
8
月
か
ら

平
成
24
年
1
月
ま
で
の
、
本

人
か
ら
の
月
額
の
収
入
申
告

額
と
福
祉
事
務
所
が
最
低
賃

金
で
算
定
し
た
と
さ
れ
る
収

入
認
定
額
、
及
び
そ
の
差
額

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

　

福
祉
保
健
部
長
は
「
調
査

で
き
た
5
年
間
分
で
差
額
は

約
1
9
4
万
円
で
あ
る
」

「
5
年
以
前
の
分
に
つ
い
て

も
調
査

す
る
」

と
約
束

し
ま
し

た
。

険
料
改
定
作
業
に
よ
っ
て
、
利
用

者
・
家
族
に
重
大
な
影
響
与
え
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
は
、現
行
基
準
額
4
2
7
0

円
、基
準
額
か
ら
1
1
8
2
円
（
2
7

・7
％
）の
値
上
げ
と
な
り
5
4
5
2

円
に
す
る
提
案
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

介
護
給
付
費
の
増
加
分
を
、
高
齢
者

の
保
険
料
負
担
に
転
嫁
す
る
こ
と
は

も
は
や
限
界
で
す
。
財
政
安
定
化
基

金
か
ら
の
く
り
入
れ
、
介
護
準
備
金

の
充
当
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
や
、
国
庫
負
担
の
増
額
を
要
求
す

る
な
ど
、
値
上
げ
を
押
さ
え
る
べ
き

で
す
。

　

市
長
は
、「
国
庫
負
担
分
の
増
額
を

含
め
、
総
合
的
な
対
策
を
講
ず
る
よ

う
、
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
を

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
子
育
て

世
代
の
一
番
強
い
要
求
で
す
。
大
分

市
民
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
て

行
こ
う
と
制
定
さ
れ
た
、
『
大
分
市

子
ど
も
条
例
』
の
主
旨
か
ら
も
、
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
は
、
財
政
の

問
題
で
は
な
く
、
子
育
て
支
援
へ
取

り
組
む
政
治
姿
勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

医
療
費
無
料
化
拡
大
に
努
力
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
保
護
者
の
医
療
費
負
担

の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
検
討
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、

中
核
市
等
の
状
況
を
十
分
勘
案
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

　

近
年
、
児
童
・
生
徒
は
40
度
近
い

教
室
で
授
業
を
受
け
る
日
が
多
々
あ

り
ま
す
。
全
国
的
に
も
エ
ア
コ
ン
設

置
を
進
め
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。
早
急
に
小
中
学
校
の
教
室
に
エ

ア
コ
ン
の
設
置
を
整
備
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、
「
す
べ
て
の
教
室
に

空
調
機
を
設
置
す
る
の
は
、
困
難
で

あ
る
が
今
後
、
防
音
の
観
点
等
か
ら
、

音
楽
室
な
ど
一
部
の
教
室
に
、
空
調

機
を
設
置

す
る
こ
と
等
、

検
討
を
加
え

て
い
き
た
い
」

と
答
弁
し
ま

し
た
。

福祉保健部へ申し入れする福間市議

大企業のリストラ・「配置転換」を許すな

生活保護費の不支給額５年で１９４万円にも

小中学校図書館支援員の増員を

◆
◆
◆ 

3
月
議
会 

一
般
質
問
よ
り 
◆
◆
◆

市
民
の

声

市
民
の

声

こんにちは　日本共産党大分市議団です


